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ほっと県議会かがわ

代
表
質
問
《
自
民
党
県
政
会：有
福
議
員
、

                 

自
民
党
議
員
会：香
川
議
員
、リ
ベ
ラ
ル
香
川：鏡
原
議
員
》

一
般
質
問
《
6
会
派
、12
名
の
議
員
が
登
壇
》

議
員
提
出
議
案
等《
規
則
1
件
、意
見
書
3
件
を
可
決
》

常
任
委
員
会
だ
よ
り
・
閉
会
中
の
委
員
会
活
動《
1
〜
2
月
中
》

2
月
定
例
県
議
会
　

高校生フォトコンテスト議長賞作品
「つくる楽しみ」
撮影者：高松桜井高校
          砂川 和輝さん

○
令
和
３
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

主
な
議
案

そ
の
他
54
議
案

可
決
・
同
意
等
さ
れ
た
知
事
提
出
議
案

対
前
年
度
４１
億
円
程
度（
０.
９
％
）の
増
加
、総
額

４
，７
６
１
億
円
余
の
当
初
予
算

※
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
は
、15
ペ
ー
ジ
に
も
記
載



2月定例会　代表質問3

　
　

知
事
今
後
の
環
境
行
政
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
は
、﹁
持
続
可
能

性
﹂
と
﹁
地
域
に
お
け
る
取
組
み
﹂

が
重
要
に
な
る
と
考
え
て
お
り
、

現
在
策
定
中
の
次
期
環
境
基
本
計

画
で
は
、﹁
県
民
み
ん
な
で
つ
く
る

人
と
自
然
が
共
生
す
る
持
続
可
能

な
香
川
﹂
を
環
境
の
将
来
像
と
し

て
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
の
﹁
人
づ
く

り
﹂
の
取
組
み
に
加
え
、﹁
地
域
づ

く
り
﹂に
重
点
的
に
取
り
組
む
。

　

今
後
の
取
組
み
の
柱
と
し
て
、脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
徹
底

し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
や
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
、

国
際
的
に
も
課
題
と
な
っ
て
い
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
や
食
品

ロ
ス
削
減
対
策
、被
害
が
継
続
し
て

答

　
　

﹁
子
育
て
県
か
が
わ
﹂
の
実
現

に
向
け
た
取
組
み
は
。

問
　
　

知
事
結
婚
支
援
は
、
か
が
わ

縁
結
び
支
援
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム

を
個
人
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
閲
覧

や
、
お
引
合
わ
せ
の
申
込
み
が
で

き
る
よ
う
改
修
す
る
な
ど
利
便
性

向
上
を
図
る
。

　

妊
娠
・
出
産
へ
の
支
援
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
、妊
産

婦
の
様
々
な
不
安
に
医
師
等
が
対
応

す
る
相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

　

待
機
児
童
対
策
と
し
て
、保
育
士

等
の
不
安
や
悩
み
に
臨
床
心
理
士

等
が
助
言
す
る
新
た
な
取
組
み
に

よ
り
離
職
防
止
を
図
る
ほ
か
、さ
ぬ

き
こ
ど
も
の
国
に
お
け
る
屋
内
展
示

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
に
取
り
組
む
。

　

児
童
虐
待
対
策
は
、新
た
に
医
師

等
と
連
携
し
虐
待
を
行
っ
た
保
護

者
の
親
子
関
係
改
善
を
図
る
取
組

み
や
、Ｄ
Ｖ
被
害
者
と
同
伴
児
童
の

答

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
取
組
み
は
。

問
　
　

知
事
検
査
体
制
は
発
熱
患
者

が
身
近
な
医
療
機
関
で
検
査
で
き

る
診
療
・
検
査
医
療
機
関
を
２
７
０

か
所
指
定
し
、医
療
提
供
体
制
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患

者
用
病
床
を
10
床
増
の
２
０
９
床

と
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、

県
で
調
整
を
行
う
医
療
従
事
者
向

け
の
優
先
接
種
は
、
現
在
各
市
町
、

郡
市
医
師
会
と
連
携
し
て
、
接
種

施
設
の
選
定
等
の
準
備
を
進
め
て

い
る
。
連
携
体
制
の
強
化
と
し
て

２
月
17
日
に
県
医
師
会
長
と
意
見

交
換
を
行
っ
た
。
各
市
長
、
町
長
と

の
情
報
共
有
等
の
場
を
設
け
、
改

め
て
課
題
等
を
聞
く
ほ
か
、
各
市

町
の
接
種
準
備
の
状
況
を
見
な
が

ら
、必
要
な
支
援
や
助
言
を
行
う
。

答

　
　

環
境
行
政
の
取
組
み
は
。

問

安
全
確
保
や
自
立
支
援
を
図
る
取

組
み
を
実
施
し
、未
然
防
止
、早
期

対
応
、再
発
防
止
に
万
全
を
期
す
。

　

ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
対
策
は
、

新
た
に
乳
幼
児
の
保
護
者
向
け

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
早
期
啓

発
を
行
う
と
と
も
に
、
家
族
を
対

象
と
し
た
教
室
の
開
催
な
ど
の
取

組
み
を
進
め
る
。

　

県
に
お
い
て
接
種
後
の
副
反
応

に
か
か
る
相
談
な
ど
各
市
町
で
対

応
困
難
な
専
門
的
な
相
談
を
受
け

付
け
る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
、
相
談
窓
口
と
な
る

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
３
月
中
の
設

置
に
向
け
準
備
を
進
め
る
ほ
か
、必

要
に
応
じ
専
門
的
な
医
療
機
関
に

受
診
で
き
る
体
制
の
整
備
を
行
う
。

白バイ等による交通指導取締りの様子

い
る
有
害
鳥
獣
対
策
や
外
来
種
対

策
な
ど
、環
境
を
取
り
巻
く
現
状
を

的
確
に
踏
ま
え
た
取
組
み
を
、進
捗

状
況
や
県
民
ニ
ー
ズ
を
適
切
に
把

握
し
な
が
ら
効
果
的
に
進
め
る
。

　

環
境
を
産
業
と
し
て
捉
え
、地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い

う
観
点
も
重
要
で
あ
り
、こ
う
し
た

点
に
十
分
に
意
を
用
い
な
が
ら
、今

後
の
環
境
行
政
に
取
り
組
む
。

　
　

県
立
病
院
の
新
た
な
経
営
指

針
の
検
討
状
況
と
経
営
改
善
の
方

向
性
は
。

問
　
　

太
田
病
院
事
業
管
理
者
今
後

も
質
の
高
い
医
療
を
提
供
し
て
い

く
た
め
、
中
央
病
院
は
将
来
の
医

療
需
要
を
見
据
え
た
病
院
機
能
や

規
模
の
見
直
し
な
ど
を
、
丸
亀
病

院
は
建
物
の
老
朽
化
が
進
む
中

で
、精
神
医
療
の
基
幹
病
院
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、今
後
の

あ
り
方
の
検
討
を
、白
鳥
病
院
は
高

齢
化
が
進
む
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ

に
積
極
的
に
対
応
す
る
た
め
に
、

病
床
機
能
の
再
編
を
進
め
た
い
。

　

医
療
体
制
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
優
秀
な
看
護
師
の
確
保

も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、採
用
活
動

に
加
え
、よ
り
働
き
や
す
い
環
境
を

整
え
る
た
め
、
離
職
防
止
や
負
担

軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

今
後
、県
議
会
や
、香
川
県
立
病

答

院
経
営
評
価
委
員
会
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
、
新
た
な
経
営
指
針
の

策
定
を
進
め
、
今
後
の
医
療
需
要

等
を
見
据
え
た
う
え
で
、
経
営
基

盤
を
盤
石
な
も
の
と
し
、
引
き
続

き
、
県
民
に
よ
り
質
の
高
い
医
療

を
継
続
的
に
提
供
し
て
い
く
。

　
　

ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
か
が
わ
に
お

け
る
学
生
等
の
県
内
就
職
支
援
は
。

問
　
　

知
事
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏

ま
え
た
、﹁
か
が
わ
L
I
V
E
就
職

説
明
会
﹂の
開
催
な
ど
ウ
ェ
ブ
を
活

用
し
た
取
組
み
の
結
果
、県
外
学
生

の
参
加
が
増
え
る
な
ど
有
効
性
が

確
認
さ
れ
た
。
来
年
度
は
、
新
た

に
、
就
職
活
動
前
の
学
生
を
対
象

に
、
学
生
と
企
業
が
双
方
向
で
交

流
で
き
る﹁
W
e
b
企
業
研
究
フ
ェ

ア
﹂を
、就
職
活
動
が
本
格
化
す
る

直
前
の
来
年
２
月
頃
に
開
催
し
、よ

り
多
く
の
学
生
に
、よ
り
早
い
時
期

か
ら
県
内
企
業
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、県
内
就
職
が
有
力

な
選
択
肢
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

　

今
後
は
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
が
よ
り
一
層
高
ま
る

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
来
年
度
は
、

﹁
セ
ト
ウ
チ
・
ア
イ
・
ベ
ー
ス
﹂
と
も

連
携
し
、
施
設
利
用
者
な
ど
I
T

職
種
へ
の
転
職
を
希
望
す
る
求
職

答

22月定例会　代表質問

2月定例会
2月17日から3月19日

代表質問
2月22日

自民党議員会

　
　

浜
田
知
事
当
初
予
算
案
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
歳
入
が
大
幅
に
減
少
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
踏
み
込
ん
だ
事
務

事
業
の
見
直
し
や
、開
始
か
ら
３
年 自民党県政会

有福 哲二 議員

答 　
　
令
和
３
年
度
当
初
予
算
案

等
は
。

問

　
　
交
通
死
亡
事
故
抑
止
対
策
は
。

問答
　
　

知
事
総
合
計
画
の
最
終
年
度
に

お
い
て
、計
画
に
掲
げ
る
３
つ
の
指
標

の
う
ち﹁
交
通
事
故
死
者
数
﹂と﹁
高
齢

者
人
口
10
万
人
当
た
り
の
交
通
事
故

に
よ
る
高
齢
者
死
者
数
﹂が
、残
念

な
が
ら
目
標
を
達
成
し
て
い
な
い
。

　

香
川
県
交
通
安
全
対
策
会
議
で
策

定
中
の
次
期
香
川
県
交
通
安
全
計
画

に
お
い
て
、交
通
事
故
死
者
数
の
目

標
値
を
、過
去
５
年
間
の
推
移
等
を

踏
ま
え
、令
和
７
年
ま
で
に
39
人
以

下
と
す
る
こ
と
と
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
お
り
、そ
の
結

果
を
参
考
に
す
る
ほ
か
、社
会
情
勢

の
変
化
等
を
踏
ま
え
、次
期
総
合
計

画
の
指
標
を
適
切
に
設
定
し
た
い
。

　

目
標
達
成
の
た
め
、
新
た
に
、
高

齢
者
が
日
常
運
転
す
る
自
宅
周
辺
の

道
路
に
お
い
て
高
齢
運
転
者
の
運
転

講
習
を
実
施
す
る
な
ど
、交
通
事
故

死
者
数
に
占
め
る
割
合
が
７
割
を
超

え
る
高
齢
者
の
対
策
の
充
実
を
図
る

ほ
か
、高
齢
者
以
外
に
対
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
の
事
故
の
特
徴
や
傾
向

答
　
　

那
須
警
察
本
部
長
悪
質
・
危

険
・
迷
惑
性
の
高
い
交
通
違
反
の
取

締
り
の
強
化
が
、県
民
の
期
待
に
応

え
、信
頼
を
得
る
た
め
に
重
要
な
活

動
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。交
通
指

導
取
締
り
が
有
す
る
交
通
事
故
抑

止
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る

た
め
、
交
通
事
故
の
発
生
状
況
や

交
通
指
導
取
締
り
状
況
を
分
析

し
、
取
締
り
計
画
の
策
定
、
実
施
、

効
果
検
証
と
検
証
結
果
を
踏
ま
え

た
次
の
計
画
の
策
定
を
不
断
に
見

直
す
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ

た
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
交
通
指

導
取
締
り
に
、引
き
続
き
努
め
る
。

　

新
た
な
飲
酒
運
転
取
締
り
と
し

て
、広
く
県
民
か
ら
飲
酒
運
転
に
関

す
る
情
報
提
供
を
受
け
、特
別
取
締

部
隊
﹁
与
一
﹂
が
通
報
内
容
を
精
査

し
た
う
え
、
各
警
察
署
と
連
携
し
、

情
報
共
有
を
図
り
つ
つ
、機
動
力
を

活
か
し
た
先
制
的
な
取
締
り
を
実

施
す
る
た
め
の
﹁
飲
酒
運
転
根
絶

Ｂ
Ｏ
Ｘ
﹂の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

　

交
通
機
動
隊
や
高
速
道
路
交
通

警
察
隊
で
は
、
あ
お
り
運
転
な
ど

の
危
険
、
迷
惑
性
の
高
い
違
反
を

抑
止
す
る
た
め
、
白
バ
イ
等
を
効

果
的
に
活
用
し
、街
頭
監
視
な
ど
の

見
せ
る
活
動
も
強
化
し
て
い
く
。

を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
広
報
啓
発

に
よ
り
、
県
民
の
交
通
安
全
意
識

を
、よ
り
一
層
高
め
て
い
き
た
い
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
は
。

問
　
　

知
事
全
県
的
な
医
療
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
防
災
ア
プ
リ
の
普

及
啓
発
な
ど
に
よ
り
、県
民
生
活
の

利
便
性
の
向
上
や
安
全
・
安
心
の
確

保
、豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
む
ほ
か
、﹁
セ
ト
ウ
チ
・
ア
イ
・

ベ
ー
ス
﹂で
の
情
報
通
信
関
連
産
業

育
成
・
誘
致
な
ど
に
よ
り
、県
内
企
業

の
生
産
性
向
上
や
競
争
力
強
化
、若

者
に
魅
力
の
あ
る
働
く
場
の
創
出
、

県
内
経
済
の
活
性
化
等
に
努
め
る
。

　

生
活
・
産
業
・
行
政
の
全
分
野
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
利
活
用

が
、社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
に
変
革
を

も
た
ら
し
、様
々
な
課
題
の
解
決
に

つ
な
が
る
よ
う
、デ
ジ
タ
ル
化
に
関

す
る
各
種
施
策
を
体
系
的
に
整
理

し
た
う
え
で
、戦
略
的
に
取
り
組
む

た
め
、﹁
香
川
県
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

戦
略
本
部︵
仮
称
︶﹂並
び
に﹁
デ
ジ

タ
ル
戦
略
総
室
﹂を
設
置
し
、部
局

横
断
的
に
各
施
策
分
野
に
お
け
る

答

以
上
経
過
し
た
重
点
推
進
事
業
の

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
見
直
し
に
よ
る
効

果
額
が
10
億
円
余
と
な
る
な
ど
、財

源
確
保
に
努
め
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
、
防
災
・
減
災
対

策
、人
口
減
少
・
地
域
活
力
向
上
対

策
や﹁
香
川
県
次
期
総
合
計
画
骨
子

案
﹂
の
重
点
施
策
に
重
点
配
分
す

る
な
ど
、創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

　

補
正
予
算
は
、国
の
第
３
次
補
正

予
算
に
対
応
し
た
対
策
や
高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
踏
ま
え

た
特
別
対
策
の
た
め
に
編
成
し
た

も
の
で
あ
り
、喫
緊
の
課
題
に
切
れ

目
な
く
対
応
で
き
る
よ
う
、補
正
予

算
と
当
初
予
算
を
あ
わ
せ
て
の
効

果
的
・
効
率
的
な
執
行
に
努
め
る
。

　

感
染
拡
大
に
伴
う
外
出
控
え
が

飲
食
事
業
者
等
へ
及
ぼ
し
た
影
響

へ
の
対
応
は
、状
況
の
把
握
・
分
析

と
対
策
の
検
討
を
指
示
し
て
お
り
、

検
討
結
果
の
報
告
を
受
け
、対
応
等

の
必
要
性
に
つ
い
て
判
断
し
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
企
画
・
立
案
、総
合

調
整
、進
捗
管
理
を
行
う
体
制
を
整

備
す
る
ほ
か
、本
県
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
基
本
的
な
方
向
性
や
進
め
方
な

ど
を
示
す﹁
か
が
わ
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
戦
略︵
仮
称
︶﹂を
策
定
し
た
い
。
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外
国
人
材
の
受
入
支
援
は
。

問

　
　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
は
。

問
　
　

知
事
飼
養
衛
生
管
理
基
準
を

遵
守
で
き
て
い
な
い
養
鶏
場
へ
の

立
入
調
査
等
に
よ
る
指
導
を
行
う

ほ
か
、養
鶏
農
家
が
行
う
野
生
動
物

侵
入
予
防
設
備
等
の
設
置
・
修
繕
に

要
す
る
経
費
の
助
成
や
消
毒
用
消

石
灰
の
配
布
・
巡
回
指
導
な
ど
を
実

施
し
、飼
養
衛
生
管
理
の
向
上
を
図

る
。発
生
に
備
え
、新
た
に
、香
川
県

産
業
廃
棄
物
協
会
と
処
分
し
た
家

畜
の
運
搬
や
埋
却
な
ど
に
関
す
る

協
定
を
締
結
す
る
ほ
か
、専
門
家
の

助
言
等
を
踏
ま
え
、
防
疫
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、

防
疫
措
置
の
体
制
を
強
化
す
る
。

　

経
済
的
影
響
へ
の
支
援
の
た

め
、
手
当
金
等
の
交
付
ま
で
の
つ

な
ぎ
資
金
の
利
子
等
の
補
給
な
ど

に
加
え
、
県
内
の
養
鶏
農
家
及
び

取
引
業
者
に
対
し
、
県
独
自
で
、
経

営
継
続
を
支
援
す
る
た
め
の
給
付

金
の
支
給
や
、
国
の
雇
用
調
整
助

成
金
へ
の
上
乗
せ
助
成
を
行
う
。

支
援
制
度
拡
充
を
国
に
働
き
か
け

る
ほ
か
、
鶏
肉
や
鶏
卵
の
安
全
性

答

　
　

小
・
中
学
校
の
少
人
数
学
級

等
の
指
導
体
制
の
充
実
は
。

問
　
　

工
代
教
育
長
本
県
独
自
の
取

組
み
と
し
て
、
35
人
学
級
は
、来
年

度
か
ら
小
学
校
で
は
全
学
年
で
導

入
し
、中
学
校
で
は
、現
在
の
１
年

生
に
加
え
、２
年
生
ま
で
対
象
を
広

げ
る
。こ
れ
に
よ
り
、教
員
の
目
が

児
童
生
徒
に
よ
り
行
き
届
く
よ
う

に
な
り
、一
人
ひ
と
り
の
学
習
状
況

を
把
握
し
や
す
く
な
る
ほ
か
、生
徒

指
導
面
で
も
、今
ま
で
以
上
に
児
童

生
徒
の
話
を
し
っ
か
り
聞
け
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
、落
ち
着
い
た
学

校
生
活
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　

専
科
指
導
の
拡
充
は
、
来
年
度

か
ら
、
小
学
校
５
、
６
年
で
、
こ
れ

ま
で
週
２
、
３
時
間
程
度
だ
っ
た

も
の
を
、
週
５
時
間
か
ら
７
時
間

程
度
に
実
施
科
目
等
を
増
や
し
、

外
国
語
や
理
科
な
ど
は
、
中
学
校

や
高
校
の
免
許
を
持
つ
な
ど
専
門

性
の
高
い
教
員
が
担
当
し
、
児
童

の
関
心
を
高
め
理
解
を
深
め
る
授

業
を
行
う
よ
う
努
め
る
。
学
級
担

任
は
、
新
た
に
生
ま
れ
た
空
き
時

間
を
活
用
し
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て

ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
、
学
力
の
向
上
や
心

の
安
定
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

答

　
　

ダ
ム
事
業
の
見
通
し
は
。

問
　
　

知
事
椛
川
ダ
ム
は
、
夏
ご
ろ

の
ダ
ム
本
体
工
事
の
完
成
を
目
指

し
、
試
験
湛
水
を
３
月
２
日
か
ら

開
始
し
、
そ
の
後
、
仮
排
水
路
の
閉

塞
工
事
な
ど
を
順
次
実
施
す
る
。

　

長
柄
ダ
ム
の
再
開
発
は
、
現
在
、

ダ
ム
本
体
工
事
に
先
立
ち
、
付
替

え
が
必
要
と
な
る
町
道
等
の
測

量
・
設
計
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

事
業
の
よ
り
一
層
の
推
進
を
図
る

た
め
、
４
月
に
中
讃
土
木
事
務
所

開
発
課
を
綾
川
町
役
場
綾
上
支
所

内
に
移
転
し
、
早
期
の
用
地
買
収

へ
の
着
手
を
目
指
す
。

　

五
名
ダ
ム
の
再
開
発
は
、香
川
県

広
域
水
道
企
業
団
に
お
い
て
将
来

人
口
推
計
に
基
づ
く
水
需
要
予
測

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、既
存
の
水
源
の

供
給
能
力
を
下
回
る
結
果
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
香
川
県
広
域

水
道
企
業
団
と
ダ
ム
計
画
の
見
直

し
も
含
め
た
検
討
を
進
め
る
ほ
か
、

国
と
の
協
議
も
行
う
。一
方
、ダ
ム

本
体
建
設
予
定
箇
所
が
確
定
し
た

た
め
、
当
該
予
定
地
及
び
付
替
え

が
必
要
と
な
る
国
道
の
一
部
区
間

の
現
地
測
量
に
早
期
に
着
手
で
き

る
よ
う
地
元
調
整
等
を
進
め
る
。

答

者
や
移
住
希
望
者
等
と
デ
ジ
タ
ル

人
材
を
求
め
る
県
内
企
業
が
出
会

え
る
機
会
と
し
て
、
新
た
に
、
マ
ッ

チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
り
開
催
し
た
い
。

の
情
報
発
信
や
、
消
費
拡
大
の
取

組
み
な
ど
も
、引
き
続
き
行
う
。

　
　

知
事
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
水
際
対
策
と
し
て
、
外

国
人
材
の
入
国
の
際
に
は
、
個
室

管
理
等
が
で
き
る
施
設
で
の
14
日

間
の
待
機
な
ど
が
必
要
と
な
っ
て

お
り
、
受
け
入
れ
る
事
業
者
に
負

担
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
円
滑
な

受
入
れ
支
援
の
た
め
、
入
国
後
３

か
月
を
経
過
し
て
県
内
事
業
所
に

定
着
し
て
い
る
外
国
人
材
の
入
国

時
の
宿
泊
費
用
の
う
ち
、
１
人
１

泊
あ
た
り
６
千
円
、
か
つ
15
泊
を

上
限
に
、
そ
の
３
分
の
１
を
助
成

す
る
こ
と
と
し
、
特
定
の
国
と
の

合
意
に
基
づ
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
上
必

要
な
人
材
等
の
出
入
国
を
例
外
的

に
認
め
る
仕
組
み
が
開
始
さ
れ

た
、
昨
年
７
月
29
日
以
降
の
入
国

を
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
影
響
を

受
け
た
事
業
者
を
幅
広
く
支
援
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

来
年
度
は
、
新
た
に
、
業
務
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
就
業
規
則
等
の
多
言

語
化
の
ほ
か
、
外
国
人
材
と
の
意

思
疎
通
等
を
促
進
す
る
た
め
の
日

答

本
人
従
業
員
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
な
ど
、
外
国
人
材
の
受
入
環
境

の
整
備
を
図
る
中
小
企
業
等
へ
の

助
成
に
も
取
り
組
む
。

議
員
提
出
議
案

議
案
第
15
号　

義
務
教
育
諸
学
校

等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
議
案
に
か
か
る
附
帯
決

議
案︵
否
決
︶

●
決
議

香
川
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
案︵
可
決
︶

●
規
則

❶
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　

接
種
に
関
す
る
意
見
書
案︵
可
決
︶

❷
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

を
踏
ま
え
た
医
師
確
保
対
策
に

　

関
す
る
意
見
書
案︵
可
決
︶

❸
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

の
影
響
を
踏
ま
え
た
事
業
者
へ

　

の
支
援
を
求
め
る
意
見
書
案︵
可
決
︶

●
意
見
書

請
願
・
陳
情

○
不
採
択
　
　
　
　
　
　
　 

2
件

・
監
査
委
員
か
ら
の
裁
判
結
果
を
待

  

た
ず
に
政
務
活
動
費
改
革
を
求
め

 

る﹁
議
会
に
対
す
る
要
望
﹂を
無
視

  

し
な
い
こ
と
に
つ
い
て

・﹁
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
﹂

 

を
条
例
化
し
な
い
よ
う
求
め
る
こ

  

と
に
つ
い
て

○
継
続
審
査
　
　
　
　
　
　 

3
件

・
厳
し
い
財
政
の
下
、
政
務
活
動
費

  

の
使
途
適
正
化
に
向
け
て
領
収
書

  

等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
等
を
早

  

急
に
実
現
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ

  

と
に
つ
い
て

・
日
米
地
位
協
定
の
改
定
を
求
め
る  

  

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

・
通
級
指
導
教
室
の
充
実
に
つ
い
て

◆
審
査
件
数

5
件
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の
他
の
方
へ
の
接
種
が
行
わ
れ
る

が
、多
く
の
人
員
が
必
要
と
な
る
こ

と
や
、広
い
接
種
場
所
の
確
保
な
ど

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、各
市
町
に

お
い
て
医
療
機
関
や
関
係
団
体
と

の
連
携
・
調
整
が
円
滑
に
行
わ
れ

る
よ
う
、
必
要
な
支
援
や
助
言
を

行
っ
て
い
く
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

新
聞
を
活
用
し
、
県
民
に
ワ
ク
チ

ン
に
関
す
る
情
報
を
迅
速
か
つ
丁

寧
に
伝
え
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
。

　

介
護
人
材
の
確
保
は
、
新
た
に
、

業
務
改
善
に
取
り
組
む
介
護
事
業

所
に
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
と

と
も
に
、
見
守
り
機
器
を
は
じ
め

と
し
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
導
入
支
援
な
ど
、
職
員
の
負
担

軽
減
や
業
務
効
率
化
の
取
組
み

も
、強
化
し
て
い
き
た
い
。

　
　

知
事
医
療
従
事
者
等
に
対
す

る
ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種
は
、
郡

市
医
師
会
や
各
市
町
と
連
携
し
準

備
を
行
っ
て
い
る
。
４
月
以
降
に

は
、
高
齢
者
向
け
優
先
接
種
や
そ

答
　
　

知
事
地
下
水
浄
化
対
策
は
、

取
組
み
の
結
果
、１
月
時
点
で
排
水

基
準
値
の
超
過
区
画
数
は
、
44
区

画
中
２
区
画
と
な
っ
て
お
り
、
来

年
度
上
半
期
ま
で
に
、
豊
島
処
分

地
全
域
で
排
水
基
準
の
到
達
・
達

成
を
確
認
す
る
よ
う
取
り
組
む
。

　

高
度
排
水
処
理
施
設
な
ど
の
関

連
施
設
は
、今
年
度
、撤
去
に
向
け

た
調
査
・
設
計
を
行
い
、撤
去
手
順

や
方
法
等
の
具
体
的
な
検
討
を
進

め
て
お
り
、３
月
に
開
催
す
る
専
門

家
に
よ
る
検
討
会
で
審
議
の
う
え
、

来
年
度
以
降
、順
次
撤
去
す
る
。

　

北
海
岸
の
遮
水
壁
は
、
令
和
４

年
度
末
ま
で
に
遮
水
機
能
を
解
除

予
定
で
あ
り
、今
年
度
は
、豊
島
処

分
地
全
体
の
地
下
水
の
流
量
等
を

把
握
す
る
調
査
業
務
や
、
解
除
方

法
を
検
討
す
る
た
め
の
予
備
設
計

を
実
施
し
て
お
り
、今
後
、住
民
と

協
議
の
う
え
で
、専
門
家
の
指
導
・

助
言
等
を
得
て
工
法
を
選
定
し
、来

年
度
に
詳
細
設
計
を
行
い
た
い
。

答

　
　

行
政
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
は
。

問
　
　

豊
島
廃
棄
物
等
処
理
施
設
撤

去
等
事
業
の
今
後
の
取
組
み
は
。

問

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
や
介
護
人
材
の
確
保
は
。

問

す
る
産
学
官
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有

効
に
活
用
す
る
ほ
か
、新
か
が
わ
中

小
企
業
応
援
フ
ァ
ン
ド
等
事
業
で
、

感
染
対
策
に
役
立
つ
商
品
な
ど
の

試
作
開
発
に
も
支
援
を
行
う
。

　

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題

の
課
題
解
決
に
向
け
た
県
内
企
業

の
事
業
化
を
促
進
す
る
た
め
、産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
で
、既
存
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
の
代
替
や
減
容
化
等

の
研
究
開
発
を
進
め
る
ほ
か
、企
業

に
よ
る
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

な
ど
の
天
然
由
来
成
分
を
活
用
し

た
代
替
材
や
製
品
等
の
開
発
支
援

に
、来
年
度
か
ら
取
り
組
み
た
い
。

　
　

知
事
感
染
症
対
策
が
求
め
ら

れ
る
医
療
・
福
祉
現
場
や
、自
然
災

害
発
生
時
に
避
難
所
等
で
幅
広
い

使
用
が
見
込
ま
れ
、新
規
性
や
独
創

性
が
あ
る
商
品
等
を
開
発
す
る
県

内
企
業
に
対
し
、新
た
に
助
成
制
度

を
設
け
る
と
と
も
に
、商
品
等
の
開

発
促
進
に
、か
が
わ
産
業
支
援
財
団

が
運
営
す
る
健
康
関
連
産
業
に
関

答
　
　

感
染
症
な
ど
に
よ
り
生
じ
た
新

た
な
需
要
に
対
応
し
た
産
業
振
興
は
。

問

　
　

知
事
事
前
合
宿
は
、丸
亀
市
と

連
携
し
て
ク
ロ
ア
チ
ア
代
表
陸
上
競

技
チ
ー
ム
を
、坂
出
市
と
連
携
し
て

ハ
ン
ガ
リ
ー
代
表
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン

ト
チ
ー
ム
を
、高
松
市
が
台
湾
代
表

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
チ
ー
ム

を
受
け
入
れ
る
予
定
で
あ
る
。来
県

す
る
選
手
が
万
全
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
大
会
に
臨
め
る
よ
う
、準
備
を

進
め
る
ほ
か
、相
手
チ
ー
ム
の
意
向

を
聞
き
な
が
ら
、地
元
自
治
体
等
と

と
も
に
、交
流
を
さ
ら
に
深
め
る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
は
、

４
月
17
日
、18
日
で
、県
内
す
べ
て
の

答
　
　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
取
組
み
は
。

問

　
　

知
事
県
が
独
自
に
押
印
を
求

め
て
い
る
約
６
千
件
の
手
続
き

は
、
国
の
﹁
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
押
印
見
直
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
を

参
考
に
見
直
し
、
約
97
パ
ー
セ
ン

ト
を
廃
止
の
方
向
で
検
討
し
て
い

る
。
条
例
や
規
則
の
改
正
時
期
は
、

関
連
す
る
国
の
規
程
と
の
整
合
を

図
る
も
の
以
外
は
、
原
則
、
９
月
１

日
の
施
行
と
な
る
よ
う
進
め
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
は
、
国
の
書

面
・
対
面
規
制
の
見
直
し
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
参
考
に
、丁
寧
に
見
直
し
を
進

め
る
予
定
で
、
県
民
の
利
便
性
等

に
も
留
意
し
な
が
ら
対
象
手
続
き

を
拡
大
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

在
宅
勤
務
を
利
用
し
た
職
員
の

約
85
パ
ー
セ
ン
ト
が
満
足
す
る
一

方
、職
場
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
難
し
い
な
ど
の
意
見
も
あ
り
、

引
き
続
き
、オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
活
用

推
進
等
の
環
境
整
備
の
ほ
か
、
研

修
等
を
通
じ
て
、職
員
の
在
宅
勤
務

に
対
す
る
意
識
の
醸
成
に
努
め
る
。

答

　
　

令
和
３
年
度
当
初
予
算
案
は
。

問
　
　

知
事
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
県
税
や
地

方
譲
与
税
が
大
幅
に
減
少
し
た
た

め
、事
務
事
業
の
見
直
し
強
化
な
ど

財
源
確
保
に
努
め
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
防
災
・
減
災

対
策
、
人
口
減
少
・
活
力
向
上
対
策

や
、新
た
な
香
川
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
次
期
総
合
計
画
の
骨
子
案
に

掲
げ
る
重
点
施
策
に
予
算
を
重
点

的
に
配
分
し
、
効
果
的
・
効
率
的
な

予
算
と
な
る
よ
う
意
を
用
い
た
。

　

﹁
安
全
と
安
心
を
築
く
香
川
﹂
の

実
現
の
た
め
、
検
査
体
制
・
医
療
提

供
体
制
の
強
化
や
防
災
・
減
災
対
策

を
強
力
に
推
進
す
る
。﹁
新
し
い
流

れ
を
つ
く
る
香
川
﹂
で
は
、
若
者
に

魅
力
の
あ
る
働
く
場
の
創
出
や
、デ

ジ
タ
ル
化
を
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
戦

略
的
に
推
進
す
る
た
め
の
体
制
整

備
な
ど
に
取
り
組
む
。﹁
誰
も
が
輝

く
香
川
﹂で
は
、小
学
校
全
学
年
、中

学
校
１
、２
年
生
で
35
人
学
級
を
実

施
す
る
ほ
か
、
温
室
効
果
ガ
ス
排

答

自民党議員会 自民党議員会
香川 芳文 議員

出
抑
制
対
策
な
ど
に
取
り
組
む
。
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知
事
本
県
で
発
生
し
た
病

院
、
介
護
施
設
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー

は
、
発
生
後
直
ち
に
医
師
や
看
護

師
か
ら
な
る
感
染
症
対
策
支
援

チ
ー
ム
を
派
遣
し
、
感
染
拡
大
防

止
を
支
援
し
た
。
病
院
、
介
護
施
設

や
関
係
団
体
に
対
し
、
感
染
拡
大

の
防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
今

回
の
事
例
も
踏
ま
え
て
注
意
喚
起

を
行
っ
た
。

答
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
取
組
み
は
。

問

問答 市
町
を
巡
る
ル
ー
ト
で
実
施
予
定
で

あ
り
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
も
、８
月
12
日
か
ら
16

日
の
間
で
予
定
し
、準
備
を
進
め
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
は
、
事
前
合
宿
の
選
手
等
に

対
す
る
定
期
的
な
検
査
な
ど
を
国

の
交
付
金
を
活
用
し
て
行
う
ほ

か
、
大
会
組
織
委
員
会
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
徹
底
す
る
。

　
　

知
事
今
年
度
の
税
収
見
通
し

は
、
現
在
、
精
査
中
で
あ
る
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
法
人
二
税
を
中

心
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
当
初

予
算
を
割
り
込
む
こ
と
は
避
け
ら

　
　

令
和
２
年
度
税
収
見
通
し
と

令
和
３
年
度
当
初
予
算
案
は
。

れ
な
い
と
考
え
る
。

　

来
年
度
の
当
初
予
算
編
成
で
は
、

税
収
等
の
大
幅
な
減
少
が
見
込
ま

れ
る
中
、１
１
７
事
業
を
廃
止
し
た

ほ
か
、事
業
開
始
か
ら
３
年
以
上
経

過
し
た
重
点
推
進
事
業
を
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
見
直
し
た
結
果
、見
直
し

効
果
額
は
10
億
円
余
と
な
っ
た
。

　

県
税
収
入
の
大
幅
な
減
少
に
よ

り
、県
債
残
高
が
再
び
増
加
に
転
じ

る
見
込
み
と
な
る
ほ
か
、財
源
対
策

用
基
金
の
取
崩
し
を
増
加
せ
ざ
る

を
得
な
い
な
ど
、財
政
状
況
は
一
層

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、持
続
可
能

で
安
定
的
な
財
政
運
営
を
確
保
し

て
い
く
た
め
、次
期
財
政
運
営
指
針

答
　
　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
対
応
は
。

問

を
策
定
す
る
中
で
、具
体
的
取
組
み

に
つ
い
て
精
査
・
検
討
し
て
い
く
。

　

介
護
施
設
等
の
従
事
者
に
は
、２

月
４
日
か
ら
重
点
的
か
つ
緊
急
的

な
一
斉
検
査
を
行
っ
て
い
る
。
医

療
や
学
校
、保
育
所
、飲
食
店
等
に

段
階
的
に
検
査
を
行
っ
て
い
く
こ

と
は
、
有
効
な
手
段
と
考
え
ら
れ

る
が
、
検
査
体
制
や
財
源
面
の
制

約
か
ら
、
対
象
を
絞
っ
た
検
査
が

現
実
的
な
対
応
と
考
え
て
い
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
医
療
従
事

者
向
け
先
行
接
種
で
の
副
反
応
の

有
無
を
含
め
た
接
種
後
の
健
康
状

況
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
新
た

な
知
見
が
示
さ
れ
た
場
合
は
、
対

応
を
検
討
し
た
い
。

　
　

教
育
長
産
業
教
育
は
、
産
業

や
地
域
の
発
展
を
支
え
る
人
材
を

育
成
す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
、
工
業
科
で
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
さ
れ
た
工
作
装

答
　
　

産
業
教
育
装
置
の
活
用
に
よ

る
人
材
育
成
の
取
組
み
は
。

問

置
や
３
D
プ
リ
ン
タ
な
ど
を
活
用

し
て
お
り
、
農
業
科
で
は
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
す
る
な
ど
ス
マ
ー
ト
農

業
へ
の
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

情
報
化
や
人
工
知
能
な
ど
の
急
速

な
進
展
に
よ
り
、必
要
と
さ
れ
る
専

門
的
な
知
識
や
技
術
も
一
層
高
度
化

し
、最
先
端
の
機
器
整
備
が
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、高
性
能
な
マ
シ
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
や
フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
ー

切
断
機
な
ど
の
整
備
に
よ
り
、数
値

制
御
を
行
い
難
度
の
高
い
細
か
い
加

工
を
す
る
技
術
や
専
門
的
知
識
な
ど

を
学
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
る
。産
業

界
が
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
く
中
、そ

コンピュータ制御された工作装置を使った実習

　
　

知
事
生
産
拡
大
と
消
費
拡
大

の
取
組
み
が
必
要
で
あ
り
、生
産
拡

大
の
面
で
は
、
牛
舎
等
の
施
設
整

答
　
　

オ
リ
ー
ブ
畜
産
物
の
振
興
は
。

問

備
や
県
産
優
良
子
牛
の
購
入
等
を

引
き
続
き
支
援
し
、
生
産
基
盤
を

強
化
す
る
ほ
か
、自
動
化
・
デ
ジ
タ

ル
化
・
リ
モ
ー
ト
化
を
図
る
設
備
の

導
入
助
成
の
対
象
を
す
べ
て
の
オ

リ
ー
ブ
畜
産
物
に
広
げ
、ス
マ
ー
ト

農
業
を
推
進
す
る
。
高
品
質
化
に

向
け
、
遺
伝
子
解
析
に
よ
り
脂
肪

の
質
な
ど
に
優
れ
た
繁
殖
雌
牛
の

選
抜
を
行
う
農
家
を
支
援
す
る
ほ

か
、
肉
質
が
良
い
オ
リ
ー
ブ
夢
豚

の
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
、来
年

度
か
ら
畜
産
試
験
場
で
複
数
の
交

配
改
良
試
験
を
開
始
し
、
新
た
な

オ
リ
ー
ブ
夢
豚
を
開
発
す
る
。

　

消
費
拡
大
の
面
で
は
、認
知
度
の

向
上
の
た
め
県
内
外
で
の
フ
ェ
ア

や
、
学
校
給
食
で
の
オ
リ
ー
ブ
地

鶏
等
に
関
す
る
食
育
授
業
を
実
施

す
る
ほ
か
、家
庭
料
理
の
参
考
と
な

る
オ
リ
ー
ブ
畜
産
物
を
使
っ
た
レ

シ
ピ
の
紹
介
を
行
う
な
ど
、
販
売

促
進
や
情
報
発
信
に
取
り
組
む
。

の
変
化
に
対
応
で
き
る
力
を
つ
け

た
、地
域
の
産
業
を
牽
引
す
る
人
材

の
育
成
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
　

知
事
防
疫
対
策
は
、飼
養
衛
生

管
理
基
準
を
遵
守
で
き
て
い
な
い

養
鶏
場
に
対
し
て
指
導
を
行
う
な

ど
飼
養
衛
生
管
理
の
向
上
を
図
る
。

　

経
営
支
援
は
、大
量
か
つ
連
続
的

な
発
生
に
よ
り
申
請
ま
で
に
時
間
が

か
か
り
、発
生
農
家
へ
の
国
の
手
当

金
の
交
付
は
４
月
か
ら
６
月
頃
と
見

込
ま
れ
る
。法
律
に
基
づ
く
助
成
や
、

県
内
の
養
鶏
農
家
や
取
引
業
者
へ

の
県
独
自
の
給
付
金
な
ど
は
、申
請

が
あ
り
次
第
、速
や
か
に
手
続
き
を

行
う
。今
後
も
、養
鶏
農
家
等
か
ら
の
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答
　
　

教
育
長
新
年
度
か
ら
魅
力
あ

ふ
れ
る
県
立
高
校
推
進
事
業
を
開

始
し
、
高
校
教
育
で
求
め
ら
れ
る
、

郷
土
へ
の
理
解
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
力
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
へ

の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
指
定
し
、

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
開
発
を

行
う
ほ
か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

発
表
会
を
通
じ
て
研
究
成
果
を
普

及
し
、
県
立
高
校
の
一
層
の
魅
力

向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

東
讃
地
域
の
再
編
整
備
は
、県
教

育
委
員
会
と
し
て
も
、２
万
５
４
７

筆
と
い
う
署
名
は
大
変
重
い
も
の

と
受
け
と
め
て
お
り
、新
し
い
統
合

校
の
イ
メ
ー
ジ
を
地
域
の
方
々
に

伝
え
き
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
る
。３
校
を
一
つ
の

場
所
に
統
合
し
て
で
き
る
新
し
い

高
校
で
、ど
の
よ
う
な
教
育
が
行
わ

れ
、
ど
の
よ
う
な
学
校
に
な
る
の

か
、３
校
の
伝
統
や
地
域
と
の
つ
な

が
り
が
ど
の
よ
う
に
引
き
継
が
れ

る
の
か
な
ど
、統
合
校
の
魅
力
に
つ

い
て
、今
後
も
引
き
続
き
、様
々
な

機
会
を
通
じ
て
、
地
域
や
関
係
者

答

答
　
　

警
察
本
部
長
昨
年
の
交
通
事

故
死
者
数
は
、前
年
よ
り
も
大
幅
に

増
加
し
、死
者
に
占
め
る
高
齢
者
の

割
合
が
７
割
を
超
え
た
ほ
か
、歩
行

者
及
び
自
転
車
乗
車
中
の
死
者
が

全
体
の
過
半
数
を
占
め
て
い
る
。

　

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
の
死

亡
事
故
の
８
割
以
上
が
高
齢
者
で

あ
り
、
何
ら
か
の
法
令
違
反
が
あ

る
と
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、
来

年
度
は
、
警
察
官
が
高
齢
の
歩
行

者
や
自
転
車
利
用
者
に
対
し
て
声

掛
け
を
行
い
、
反
射
材
の
直
接
貼

付
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
促
進
を

行
う
﹁
な
ん
し
ょ
ん
な
作
戦
﹂
を
一

層
強
化
し
た
り
、
道
路
の
危
険
な

横
断
を
防
止
す
る
た
め
、
新
た
に
、

路
面
に
﹁
わ
た
る
な
﹂
と
表
示
し
た

シ
ー
ト
を
貼
る
﹁
わ
た
る
な
シ
ー

ト
﹂の
整
備
を
考
え
て
い
る
。

　

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
に
対

す
る
広
報
啓
発
等
に
よ
り
、
交
通

事
故
の
原
因
と
な
る
歩
行
者
・
自
転

車
に
よ
る
信
号
無
視
や
自
転
車
の

飲
酒
運
転
等
の
根
絶
に
も
努
め
る
。

　
　

歩
行
者
や
自
転
車
の
交
通
事

故
対
策
は
。

問答
　
　

地
域
経
済
へ
の
下
支
え
と
今

後
の
観
光
施
策
の
展
開
は
。

問

　
　

県
有
施
設
の
管
理
方
法
の
見

直
し
と
機
能
集
約
は
。

問

答
　
　

知
事
国
の
雇
用
調
整
助
成
金

や
持
続
化
給
付
金
、家
賃
支
援
給
付

金
の
支
給
決
定
を
受
け
た
事
業
者

に
対
し
て
、緊
急
雇
用
維
持
助
成
金

や
持
続
化
応
援
給
付
金
、家
賃
応
援

給
付
金
の
制
度
を
県
独
自
で
設
け

て
い
る
ほ
か
、
３
年
間
無
利
子
、
全

期
間
保
証
料
ゼ
ロ
の
融
資
は
、２
月

１
日
か
ら
融
資
限
度
額
を
６
千
万

円
に
引
き
上
げ
、危
機
関
連
融
資
と

と
も
に
保
証
申
し
込
み
期
間
を
３
月

末
日
ま
で
延
長
す
る
。国
に
対
し
て

は
、実
効
性
の
あ
る
経
済
雇
用
対
策

を
講
ず
る
よ
う
、強
く
求
め
て
い
る
。

　

今
後
の
観
光
施
策
の
展
開
は
、

新
た
に
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
は
じ

め
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
新

た
な
観
光
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ

た
旅
行
プ
ラ
ン
の
開
発
・
販
売
、民

答

答
　
　

知
事
﹁
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
等
に
関
す
る
基
本
方
針
﹂
を

定
め
、
施
設
の
設
置
目
的
や
果
た

す
べ
き
役
割
等
を
踏
ま
え
た
検
討

を
行
い
、現
在
、
79
の
施
設
で
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、県
内
金
融
機
関
や
高

松
市
と
と
も
に
、国
の
支
援
制
度
を

活
用
し
な
が
ら
、香
川
県
全
域
を
対

象
に
、自
治
体
職
員
や
民
間
企
業
な

ど
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
す
る
な
ど
、Ｐ
Ｐ
Ｐ
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
や
基
礎

知
識
の
習
得
、情
報
交
換
等
を
目
的

と
す
る
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
形
成
に
も
取
り
組
む
な
ど
、指
定

管
理
者
制
度
以
外
の
管
理
手
法
に

つ
い
て
も
研
究
し
て
い
る
。

　

施
設
の
機
能
集
約
等
は
、
社
会

情
勢
や
公
共
施
設
等
の
利
用
需
要

の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
施
設
の
統

廃
合
や
集
約
化
等
の
手
法
の
調

査
・
検
討
を
行
い
な
が
ら
、保
有
総

量
の
適
正
化
に
努
め
て
い
る
。

答

　
　

知
事
同
窓
会
や
地
元
に
と
っ

て
、
東
讃
地
域
の
３
つ
の
県
立
高

校
が
大
き
な
存
在
で
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
お
り
、
今
回
の
キ
ャ
ン

パ
ス
方
式
を
求
め
る
署
名
も
、
大

変
重
い
も
の
と
感
じ
て
い
る
。

　

東
讃
統
合
校
に
関
す
る
懇
談
会

や
県
立
高
校
の
魅
力
化
に
関
す
る

協
議
会
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
方
式
を

含
め
て
、改
め
て
意
見
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、東
讃
地
域
の
新
し
い
統
合
校

を
魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に

は
、一
つ
の
場
所
で
一
定
規
模
の
学

校
と
す
る
こ
と
が
必
要
と
の
意
見

が
多
く
を
占
め
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

多
様
な
価
値
観
を
持
つ
生
徒
た

ち
が
切
磋
琢
磨
で
き
る
教
育
環

境
、
部
活
動
や
学
校
行
事
を
含
む

生
徒
の
多
様
な
学
び
の
ニ
ー
ズ
に

　
　

魅
力
あ
ふ
れ
る
県
立
高
校
推

進
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
す
る
考
え
は
。

問答

応
え
ら
れ
る
教
育
環
境
を
整
備
す

る
観
点
や
、地
域
活
力
の
向
上
の
観

点
か
ら
も
、一
つ
の
場
所
で
一
定
の

規
模
を
持
つ
学
校
づ
く
り
を
推
進

し
、そ
の
準
備
を
今
か
ら
進
め
る
こ

と
に
は
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

聞
取
り
等
を
通
じ
て
影
響
状
況
の

把
握
に
努
め
、経
営
に
関
す
る
相
談

対
応
な
ど
に
よ
り
支
援
し
て
い
く
。

　

防
疫
業
務
に
あ
た
っ
た
職
員
の

ケ
ア
は
、産
業
医
等
の
面
談
等
の
結

果
、就
業
制
限
が
必
要
な
ほ
ど
健
康

状
態
の
悪
い
職
員
は
い
な
か
っ
た

が
、
健
康
リ
ス
ク
が
高
い
状
態
で

あ
っ
た
た
め
、量
的
負
荷
を
軽
減
す

る
た
め
の
助
言
指
導
を
行
っ
た
。

島でのワーケーション（イメージ）

に
、丁
寧
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。

間
事
業
者
が
実
施
す
る
滞
在
型
イ

ベ
ン
ト
へ
の
支
援
な
ど
を
行
う
ほ

か
、
県
内
宿
泊
へ
の
助
成
事
業
を

実
施
し
た
い
。

※
議
員
の
会
派
名
は
質
問
時
点
の
も
の
。
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佐伯 明浩
議員議員

自民党議員会公明党議員会

松本 公継広瀬 良隆
議員

自民党県政会

新田 耕造
議員議員

リベラル香川自民党県政会

高田 良徳岡野 朱里子
議員

本県の優位性を活かした企業誘致は。
地方移住への関心や拠点整備の機

運の高まりを好機と捉え、交通網の充

実による利便性の高さや、自然災害の少

なさなど、本県の強みを積極的にアピー

ルしてきた。各市町や、協定を結んだ金

融機関、不動産事業者等と連携し、物

件情報の収集・提供体制やワンストップ

サービスの一層の充実を図る。

感染症にも対応した防災・減災対策は。

問問
答答

航空需要の回復に向けた取組みは。
高松空港株式会社と連携し、将来的

に定期路線開設を目指すエリアとの国

内チャーター便の誘致を推進するほか、

新たに、航空会社等と連携し、ワーケー

ションがテーマの旅行商品の開発・販売

に取り組むとともに、県内宿泊への助成

事業や、成田線を活用した誘客促進事

業等を実施し、観光とビジネスの両面か

ら、積極的に旅行需要の喚起を図る。

問問
答答

デジタルを活用した持続可能な地
域づくりは。

来年度には、デジタル化の基本的な

方向性や進め方などを示す「かがわデジ

タル化推進戦略（仮称）」を策定したいと

考えているほか、県と各市町の情報担当

課長等による協議会を設置し、情報シス

テムの標準化・共通化の検討や、行政手

続のオンライン化、ＡＩ等の利用推進に

向け情報提供や意見交換を行う。

問問

答答

東讃地域の夜間中学開設と県立
高校の定時制課程の門戸拡大は。

夜間中学の県内のニーズを把握する

ため、昨年度に調査を行い、その結果を

市町教育委員会に情報提供した。県の

調査でニーズの高かった市町に個別に

調査結果などを説明しており、今後は、

他県の先進事例を紹介するほか、夜間

中学の対象者、設置形態、教育課程等

を情報提供し、意見交換を続ける。

　定時制高校は、多様な学びを保障する

観点から、単位制や三修制（        　 ）、

秋季募集を取り入れる等の教育環境の

整備等も行ってきた。「魅力あふれる県

立高校推進ビジョン」では、学び直しの

機能をより充実させるため、定時制・通

信制課程単独の高校の研究を行うこと

としており、今後、学校の担う役割のあ

り方や入学対象者も検討したい。

問問

答答

発災時の救援活動などに重要な役割

を担う緊急輸送道路の整備等に取り組む

ほか、「香川県防災ナビ」をはじめ、多様

な情報伝達手段を有効に活用した避難体

制の強化等を図る。より多くの避難場所

を確保し避難所での３密を回避するほ

か、マスク等の備蓄など、開設時の感染

防止対策に各市町と連携して取り組む。

問問
答答

コロナ禍の孤独・社会的孤立対策は。
精神保健福祉センターの電話相談の

充実や、市町等職員への精神科医師によ

る助言のほか、身近な人が早く気づき相

談に結び付けられるよう、広報誌などで

広く啓発するとともに、小・中学校、高校

で臨床心理士等の出前講座を実施した。

特に一人暮らしの高齢者は、市町に見守り

等を行うよう周知した。ＤＶや児童虐待へ

の対応は、相談窓口の周知のほか、市町

の関係機関と連携を図りながら、未然防

止、早期発見、早期対応に取り組む。

問問
答答

高校生の運転免許取得は。

大学生の不在者投票は。
選挙人名簿に登録される住所の認定

は、客観的居住の事実を基礎とし、各市

区町村で個別に決定され、学生の住所

は、国の通知で、特段の事情のある場合

を除き、居住する寮、下宿等の所在地に

あるとされている。居住実態に関係なく

不在者投票を認めることは適切ではな

いと考えており、国も同じ見解である。

問問
答答

県立高校では２年前と比較して、「免

許を取らせない、買わせない、運転させ

ない」という、「三ない運動」を完全実施

の学校が２校減り９校に、弾力的な対応

の学校が２校増え19校になった。アン

ケートを行ったり、ＰＴＡ総会や学校評

議員会で議論するなどして、生徒や保

護者の免許取得の意向把握に努めるよ

う、各学校に働きかけていきたい。

問問
答答

小・中学校での少人数学級の拡大は。
来年度から、小学校では全学年で導

入し、中学校では２年生まで対象を広

げ、児童生徒を取り巻く環境の急激な変

化に対応し、「個に応じたきめ細かな指

導」と「個を活かす協働的な学び」の充

実を図る。全学年での35人学級は早期

に実施したいが、実施時期は、学習指導

面の効果等も踏まえ、今後検討したい。

問問
答答

県立高校の校則の見直しと公開は。
分かりにくいものや時代にそぐわない

ものは見直しを行うよう、校長会等で指

導しており、２年前と比べ、県立高校29

校中27校で改正されている。各学校で

は、生徒総会やＰＴＡ総会、学校評議員

会などで、生徒や保護者等の意見が反

映できる機会を設けており、最終的には

校長の権限で校則を見直している。今

後、ホームページへの公開も検討したい。

問問
答答

単身入居者の共益費の額や、徴収に

あたっての団地自治会の負担を軽減させ

る効果的な手法を直ちに取り入れること

は難しいと考えるが、来年度から指定管

理者と連携し、自治会役員を対象とした

共益費の抑制方法等の勉強会を開催す

るなど、抑制が図られるよう支援する。

県営住宅の共益費の諸課題は。問問
答答

さぬき動物愛護センターにおける
犬猫の譲渡対策等は。

これまでの取組みの結果、収容数に

対する譲渡数の割合は、昨年度の54

パーセントから61パーセントに増加して

いる。来年度は、人馴れしていない犬な

ども譲渡できるよう、専門の訓練士に

よる訓練や試行的に犬猫を飼養できる

「トライアル制度」を導入するほか、責

任ある飼養などの啓発にも取り組む。

問問

答答

善通寺運転免許更新センターでの
即日交付に向けた取組みは。

運転免許の情報システムは令和６年

度までに全国統一システムへ移行予定

で、優良運転者に係る更新時講習のオ

ンライン講習が令和７年度に開始され

る可能性もある。このような過渡期にあ

る運転免許行政の動向を見極めつつ、

即日交付が合理的、効率的に実施でき

るよう調査研究を重ねていきたい。

問問

答答

少人数学級での非認知スキルの向上は。
非認知スキルの向上につながる授

業改善の視点をリーフレットにまとめ、

その内容を県内の小・中学校に普及す

る。来年度は、県内の幼稚園や小学校

で、異学年交流活動による自己有用感

を高める取組みなどが推進されるよう

支援していくほか、次期教育基本計画

にも取組みを盛り込みたい。

問問

答答

南海トラフ地震への備えは。
次期「香川県南海トラフ地震・津波対

策行動計画」では、被災地派遣の経験か

ら得られた被災者支援などの項目を新た

に盛り込む。海岸・河川堤防の地震・津

波対策工事などのハード対策や防災ア

プリによる避難行動の促進などのソフト

対策を進め、新型コロナウイルス感染症

という新たな課題にも、市町と連携して、

避難所の感染防止対策などを進める。

問問
答答

骨髄ドナー登録者の確保は。
昨年12月末時点の登録者数は3,975

名と、前年から149名増加したが、伸び

は、直近７年間で最も少なく、増加につ

ながる取組みが重要である。新型コロナ

ウイルスの感染拡大により活動が困難

な状況だが、ドナー登録説明員を養成

する研修会を開催するなど、登録者の

確保に向けた人材育成にも取り組む。

問問
答答

ＪＲ多度津駅のバリアフリー化は。
現在の整備案は、早期のバリアフリー

化を達成し、多度津町の財政状況やＪＲ

四国の経営状況も総合的に考慮して調

整が進められている。バリアフリー化は、

高齢者や障害者などの自立した日常・社

会生活に重要で、早急な対応が必要だ

が、利便性を高めることも望まれるため、

同町やＪＲ四国に、こうした観点からの取

組みに努めるよう働きかけていきたい。

問問
答答

信号機に関する地元の意見の把握は。
地域の意見を把握し、交通事故防

止対策を丁寧に説明して不安を取り除

き、自治会等の合意を得たうえで、信

号機の設置や撤去等、必要な交通安

全施設等の整備を推進するほか、社

会情勢の変化に対応した信号機設置

の適正化を推進し、交通事故の起きに

くい交通環境の整備に努めていく。

問問
答答

側弯症を早期発見する体制づくりは。
検査機器を使った検診には、検査

機関での検査体制の整備や各市町の

検査費用負担、学校での検査場所の

確保等、課題も多い。他県の状況の情

報収集を行うほか、香川県医師会の専

門的な立場からの助言をもらい、市町

教育委員会とも情報交換しながら、検

査体制のあり方を検討していく。

問問
答答

※2 9ページ
左欄外参照

※3 10ページ
右欄外参照

瀬戸内国際芸術祭におけるキャッ
シュレス化とデジタル化の推進は。

来場者の利便性向上や作品受付等で

の接触機会低減のため、作品鑑賞パス

ポートをデジタル化したい。キャッシュレ

ス化は、公式ショップ等での対応を拡充

するほか、島の事業者等に利便性や必要

性を周知していく。海外アーティスト等に

よるリモートでの作品制作や来場者との

交流をはじめ、ＩＣＴを活用した作品展

開、発信のあり方なども検討していく。

問問

答答

県立公園の魅力を高め、活性化を図

ることは重要であり、「Ｐａｒｋ‐ＰＦＩ

（        　 ）」をはじめとした管理・運営手

法や、サウンディング調査（        　   ）につ

いて、先行自治体の事例を収集し、導入や実

施の課題等を整理するなど、適正な管理や、

より一層の活用方策を研究していきたい。

県立公園の利活用は。問問
答答

高齢者虐待対策の取組みは。
新型コロナウイルス感染症の影響が

長期化する中、市町に地域包括支援セ

ンターの夜間の相談体制整備など、対

応の強化を働きかけた。今後、虐待対応

実務者会議などの機会を通じ、地域包

括支援センターを中心に民生委員や介

護施設、警察署などで構成する虐待防

止ネットワークをすべての市町で構築す

るなど、市町に体制整備を働きかける。

問問
答答

小児慢性疾患等で長期療養する小
中学生及び高校生の学習環境整備は。

本県でもＩＣＴを活用した学習支援

を行っている学校があり、このような事

例から課題等を洗い出し、支援を検討し

ていく。評価のあり方や職業高校への

対応をはじめ、多くの課題が予想される

が、各校で適切に対応できるよう、支援

方法を校長会等で情報共有していく。

問問

答答

※
1 

三
修
制
＝
通
常
の
夜
間
の
授
業
に
加
え
、夕
方
の
授
業
を
と
れ
ば
３
年
間
で
の
卒
業
を
可
能
と
す
る
制
度
。

※
2 

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

－

Ｐ
Ｆ
Ｉ
＝
都
市
公
園
で
飲
食
店
等
の
施
設
の
設
置
等
を
行
う
民
間
事
業
者
を
公
募
に
よ
り
選
定
す
る
制
度
。施
設
か
ら
得
ら
れ
る
収
益
を
公
園
整
備
に
還
元
す
る
こ
と
を
条
件
に
、都
市
公
園
法
の
特
例
措
置
が
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
適
用
さ
れ
る
。全
国
の
4
8
公
園
で
活
用︵
令
和
２
年
７
月
時
点
︶。

※1 8ページ
右欄外参照
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2月 定例会 一 般

自民党議員会

斉藤 勝範
議員議員

共産党議員団

秋山 時貞
自民党県政会

高城 宗幸
議員

教員の１年単位の変形労働時間制は。
本制度の実施に際し、校長は教員と

丁寧に対話を行い、個々の事情を十分

確認すべきものと考える。教職員の増

員は、国に対して教員定数の改善を引

き続き要望するとともに、スクールサ

ポートスタッフや部活動指導員などの

外部人材の活用、ＩＣＴ環境の整備に

よる業務の効率化などに取り組む。

問問
答答

新型コロナウイルス感染症対策は。
高齢者向けワクチンの配分は、市町

の高齢者人口に応じた配分を基本とし、

時期は、市町と調整している。接種する

医療機関は、予防接種の実施主体であ

る市町で、医療機関や医師会などと調

整のうえ決定されている。高齢者の接種

会場で対応する医療従事者が未接種の

場合は、その場で接種が可能と示されて

おり、今後の国の動向を注視したい。

問問
答答

選択的夫婦別姓についての所見は。
最高裁判決では、「国会で論ぜられ、判

断されるべき事柄にほかならないという

べきである」とされ、国の第５次男女共同

参画基本計画でも、「国民各層の意見や国

会における議論の動向を注視しながら、

司法の判断も踏まえ、更なる検討を進め

る」とされており、国が国民の理解を得な

がら検討を進める必要があると考える。

問問
答答

大学生に対する支援は。
県の奨学金制度を利用する学生に対

し、大学生等応援給付金を支給した。

ワークサポートかがわのマッチング支援

や合同就職面接会の開催など、学生の

就職等を支援しており、引き続き、効果

的な支援に努める。今年度から住民税

非課税世帯等を対象に、授業料等の減

免が実施されているが、より一層の負担

軽減が図られるよう国に要望している。

問問
答答

ため池の適正な維持管理は。
決壊等により周辺の区域に被害を

及ぼすおそれがある「防災重点農業用

ため池」を2月末に3,049か所指定し

た。ため池の適正な保全管理には、た

め池管理者の意識の向上が重要であ

り、来年度、管理者を対象に、エリア別

の説明会を開催し、豪雨や地震による

ため池災害の危険性や日常的な管理

の重要性等の周知に努めたい。

問問
答答

高病原性鳥インフルエンザ対策は。
発生予防には、養鶏場での飼養衛生

管理基準の遵守・徹底が基本であり、養

鶏農家の意識を高めるため、夏頃に、飼

養衛生管理基準の留意点、優良事例等

を改めて説明する研修会の開催や、鳥

インフルエンザの流行シーズン前とシー

ズン途中に、各養鶏場の消毒を徹底す

るための消石灰の配布を実施したい。

問問
答答

県立農業高校の実習施設等の充実は。
実習施設等の老朽化に応じて優先

度の高い施設から計画的な改築や適

切な修繕等により、安全性の確保や施

設の機能保全を図る。農場にはＷｉ－Ｆ

ｉ環境が未整備で、タブレット端末を

活用した実習などが制限されるが、今

年度、各県立学校に整備したモバイル

ルーターを活用するなど、効果的な実

習が行えるよう取り組む。

問問
答答

感染症専門人材の育成・確保は。
新たに、感染症発生時に即応できる

感染症分野の専門人材を育成するた

め、医師の派遣研修や県内医学生等へ

の専門的な感染症教育、県内の医療従

事者に対する感染症セミナー等の人材

育成事業を香川大学に委託して行うこと

とし、専門人材の安定的な輩出と、県内

医療従事者の能力の向上を図りたい。

問問
答答

ＰＣＲ検査に基づく対応は。
患者への入院勧告は、法に基づき、

感染拡大防止の観点及び、新型コロナ

ウイルス感染症患者と診断された人に

良質かつ適切な医療を提供するために

行っている。感染症の発生状況等の公

表は、患者の特定などにより差別や偏

見を生み出さないよう、行動歴等の個

人情報の保護にも留意し、常に慎重な

検討を重ねたうえで行っている。

問問
答答

観音寺港三本松地区分譲地の分
譲の進捗状況と今後の整備予定は。

観音寺港三本松地区では、全体で

約11.8ヘクタールの分譲を予定してお

り、これまでに3事業者に約3.2ヘク

タールを分譲した。残る約2.9ヘクター

ルは、来年度に向けて分譲の手続きを

行うとともに、現在埋め立て中の約5.7

ヘクタールは、令和5年度の分譲開始を

目指し、整地工事等を進める。

問問

答答

琴弾公園の今後の環境整備は。
琴弾公園の管理は、松林の適正保

全に向けて、薬剤防除や被害木処理等

の松くい虫対策を行うほか、後継樹育

成のための計画的な植樹に取り組む。

景観に支障となる樹木の剪定や展望台

周辺の園路・休憩所等の改修を行うほ

か、新たに夜間通行の際の安全確保の

ため、ドライブウェイに交通安全施設

を設置することとしている。

問問
答答

不登校支援の取組みは。
来年度から不登校支援ネットワーク

事業を開始し、児童福祉や児童心理の

専門的知識や技術を有する者１名を「不

登校対策コーディネーター」として委嘱

したい。市町の適応指導教室やフリース

クールなどを巡回訪問し、関係機関と学

校等をつなぎ、連携の輪を広げたい。

問問
答答

※
4 

Ｏ
Ｔ
Ａ
＝
イ
ン
タ
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ッ
ト
上
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み
で
取
引
を
行
う
旅
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社
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。

102月定例会　一般質問

（
要
旨
）質  問 3月17日

自民党県政会

氏家 孝志
議員議員

リベラル香川無所属

木村 篤史松岡 里佳
議員

ネット・ゲーム依存予防対策は。
条例に基づく調査の結果、週１回以

上オンラインゲームをしている児童生徒

は、小・中・高校全てで増加し、小学生の

約45パーセント、中学生の約39パーセ

ントが課金をしているほか、約４分の１

の小中学校で、課金に起因するトラブル

を把握している。今後、課金トラブルに

関する指導の充実に努める。

問問
答答

若年性認知症への支援は。
離職等に伴う経済的影響が大きいな

ど特有の課題があるため、平成30年に

「若年性認知症支援コーディネーター」

を配置し、本人や家族、企業等からの相

談に応じるほか、本人・家族の交流会の

開催、経済団体や就労支援機関等に対

する研修等を通じた理解の促進や支援

ネットワークの構築などを行っている。

問問
答答

女性農業者が活躍できる環境づくりは。
来年度から、リーダー育成のための地

区別課題解決セミナーを６地区に増やし

て開催し、学び合える機会を通して資質

向上や意識改革を図るほか、女性農業者

同士のネットワーク強化のため、３名以

上のグループによる地域貢献活動や新

規就農者の受け皿活動に対して支援す

るなど、グループ活動の活性化を図る。

問問
答答

県内外の文化芸術活動の場に関す

る情報の発信、文化芸術活動や発表の

機会の創設等を行う障害者芸術文化活

動支援センターを来年度開設する。瀬

戸内国際芸術祭2019にあわせて開催

した前回の障害者芸術祭は、来場者か

ら高い評価があった。次回両芸術祭の

同時開催は、支援センターにおける活

動状況なども踏まえ検討を行っていく。

障害者の文化芸術活動の振興は。問問
答答

大学入試制度改革に応じた確かな
学力の育成は。

大学入学共通テストでは、思考力、判

断力、表現力を重視し、読解力やデータ

理解力を求める設問が増えた。アクティ

ブ・ラーニングを推進し、自ら問題を見

出して解決策を考えたり、感性を豊かに

働かせて、どう社会や人生をよりよいも

のにするかを考える学習が、共通テスト

の求める力の育成につながると考える。

問問

答答

新しい日常や生活様式下での観光
産業の振興は。

新たにＯＴＡ（　　 　   ）を活用し、

新たな旅行スタイルに対応した商品造成

や販売強化とともに、航空会社等と連携

しワーケーションをテーマとした旅行商品

の開発や販売にも取り組むほか、県内宿

泊への助成事業を継続したい。飲食業や

宿泊業などの事業者に対し、応援金制度

を新たに創設し、営業継続を支援したい。

問問

答答

本県農業の持続的発展と農地の
維持に向けた取組みは。

新規就農専用サイトでの情報発信や

オンラインによる就農相談など多様な

ルートでの人材掘り起こしを強化し、就農

から定着までの一貫したサポート体制で

担い手を確保・育成する。農地中間管理

事業の活用や、「人・農地プラン」の実質

化を推進するほか、計画的な圃場整備な

ど生産基盤の整備を推進する。

問問

答答

新型コロナウイルスワクチンの接
種を受けられない高齢者への対応は。

やむなく接種できない方も出てくる

と考えられ、そのような方への特別な施

策は現時点では用意されていないが、

基本的に３密を避け、手洗い、マスクの

着用など「新しい生活様式」に沿った感

染対策の継続が重要と考えている。

問問

答答

コロナ禍での雇用の維持・継続支援は。
国の公表では、3月12日現在、本県

の新型コロナウイルス感染症の影響で

の解雇・雇止め等の見込労働者数は、

407人である。県独自の「緊急雇用維持

助 成 金」は、3月16日 ま で に558件、

4,337万円余を支給決定しており、助成

対象事業主の負担軽減を図ることで、

雇用維持に寄与したと考える。

問問
答答

コロナ禍の学生の就職活動への支
援は。

「ワークサポートかがわ」で、オンラ

インによる就職相談等や、ウェブで「か

がわＬＩＶＥ就職説明会」に取り組み、

感染リスクの排除や利便性の向上の面

から有効性が確認された。来年度は、

就職活動前の学生を主な対象として、

「Ｗｅｂ企業研究フェア」や、「バーチャ

ル企業見学会」の配信等と対面式の取

組みとをあわせて事業展開したい。

問問

答答

災害時の避難のあり方は。
県民に対して、避難所以外に、安全

な親戚・知人宅等も避難先となること

や、安全な場所にいる方は、避難場所へ

行く必要がないことなど、避難行動へ

の基本的な理解を深めてもらい、日頃

からハザードマップ等を活用して、居住

地域の災害リスクや避難場所などをあ

らかじめ考えるよう、各市町とも連携

し、より一層、周知に努める。

問問
答答

新型コロナウイルス感染拡大に備
えた医療提供体制の整備は。
問問

感染症からの回復後、なお療養が必要

な方の転院先病床の調整を行うなど、確

保病床の有効活用に努めるほか、２月に

関係医療機関の協力を得て、新型コロナ

ウイルス感染症患者用病床を10床増の

209床としたところであり、引き続き、感

染の再拡大にも備えた体制整備を図る。

答答

※4 11ページ
左欄外参照

※
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サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
＝
公
有
資
産
の
有
効
活
用
の
検
討
に
あ
た
り
、そ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、民
間
事
業
者
か
ら
広
く
意
見
や
提
案
を
求
め
る
対
話
型
の
市
場
調
査
。
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そ
の
ほ
か
、
県
立
病
院
の

経
営
改
善
、
自
殺
予
防
体
制

の
強
化
、
第
四
次
か
が
わ
食

育
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
、
妊

娠
・
出
産
期
か
ら
の
子
育
て

相
談
、
さ
ぬ
き
こ
ど
も
の
国

の
魅
力
向
上
、
介
護
施
設
等

の
従
事
者
の
一
斉
検
査
、
香

川
県
教
育
基
本
計
画
、
校
則
、

教
員
の
定
数
条
例
改
正
、
旧

県
立
体
育
館
、
新
県
立
体
育

館
、
地
域
の
文
化
財
の
保
存
・

活
用
な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、県
内
中
小
企
業

等
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
の

環
境
整
備
、新
し
い
働
き
方
の

推
進
へ
の
支
援
、高
松
東
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
パ
ー
ク
の
分
譲
、コ

ロ
ナ
禍
で
の
観
光
の
推
進
、粟

島
海
洋
記
念
館
の
改
修
、東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関

連
事
業
、
県
産
品
の
販
路
拡

大
、高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
、
荒
廃
農
地
の
解

消
、﹁
さ
ぬ
き
の
夢
﹂の
消
費
拡

大
、ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
な

ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
へ
の
対
応

答
医
療
従
事
者
向
け
の
優
先
接

種
は
、現
時
点
で
基
本
型
接
種
施
設

と
し
て
14
施
設
、連
携
型
接
種
施
設

と
し
て
２
８
４
施
設
が
確
保
さ
れ
、

早
い
施
設
で
３
月
８
日
か
ら
の
接

種
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
受
託
実

績
の
あ
る
民
間
会
社
に
外
部
委
託

し
、３
月
12
日
に
開
設
し
た
い
。

　

副
反
応
等
に
対
応
で
き
る
専
門

医
療
機
関
は
、
県
内
の
複
数
の
医

問
体
制
の
整
備
状
況
等
は
。

療
機
関
に
協
力
依
頼
を
行
っ
て
お

り
、
３
月
中
に
地
域
ご
と
に
体
制

確
保
が
図
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

情
報
通
信
関
連
産
業
の
誘
致

答
昨
年
11
月
、︵
株
︶
ペ
イ
ロ
ー

ル
が
高
松
市
で
の
拠
点
開
設
を
検

討
し
て
い
る
と
の
情
報
を
受
け
て

の
高
松
市
と
連
携
し
た
企
業
誘
致

助
成
制
度
の
説
明
や
、
温
暖
な
気

候
、
充
実
し
た
医
療
・
教
育
等
の
Ｐ

Ｒ
に
加
え
、
提
案
物
件
の
利
便
性

の
高
さ
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
と
考

え
て
い
る
。

　

開
設
時
の
従
業
員
は
約
50
名
、

将
来
的
に
は
１
０
０
名
体
制
ま
で

問
経
緯
や
経
済
効
果
と
今
後
の

誘
致
は
。

拡
大
す
る
考
え
が
あ
る
ほ
か
、
年

末
調
整
時
に
は
、
１
１
０
名
程
度

の
臨
時
的
雇
用
を
見
込
ん
で
お

り
、
開
設
年
度
の
個
人
住
民
税
の

税
収
は
、
年
間
約
５
０
０
万
円
の

増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

不
動
産
事
業
者
や
金
融
機
関
等

と
緊
密
に
連
携
し
て
、
オ
フ
ィ
ス

環
境
の
整
備
状
況
の
情
報
共
有
を

図
る
ほ
か
、
来
年
度
創
設
さ
れ
る
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
拠
点
整
備

事
業
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
誘
致

に
適
し
た
オ
フ
ィ
ス
を
増
や
し
、

情
報
通
信
関
連
産
業
の
誘
致
を
積

極
的
に
進
め
る
。

ネ
ッ
ト・ゲ
ー
ム
依
存
予
防
対
策

答
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て

実
施
し
た
令
和
２
年
度
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
の
利
用
に
関
す
る
調
査

で
は
、
家
庭
で
の
ル
ー
ル
を
設
け

て
い
る
割
合
が
、
小
・
中
・
高
校
生

と
も
に
前
回
調
査
よ
り
増
加
傾
向

に
あ
る
。
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
の
依
存

傾
向
は
、
児
童
・
生
徒
が
自
ら
改
善

し
た
い
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
、
こ
の
よ
う
な
気
持

ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
一
層
対

策
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

問
子
ど
も
た
ち
の
利
用
に
関

す
る
状
況
や
今
後
の
対
策
は
。

た
め
池
の
防
災
減
災
対
策

問
指
定
状
況
と
今
後
の
対
応
は
。

考
え
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
以
降
は
、
現
在
作

成
中
の
﹁
学
校
現
場
に
お
け
る

ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
予
防
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
に
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム

依
存
症
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

基
礎
知
識
を
掲
載
し
て
お
り
、

様
々
な
機
会
を
捉
え
そ
の
活
用
を

働
き
か
け
た
い
。
家
庭
で
の
ル
ー

ル
づ
く
り
の
支
援
と
し
て
、
小
・
中

学
生
向
け
の
﹁
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依

存
予
防
対
策
学
習
シ
ー
ト
﹂
の
指

導
の
手
引
を
更
新
す
る
ほ
か
、
新

た
に
高
校
生
向
け
の
﹁
学
習
シ
ー

ト
﹂の
作
成
に
取
り
組
み
た
い
。

■
文
教
厚
生
委
員
会

答

 

﹁
た
め
池
管
理
保
全
法
﹂に
基

づ
く﹁
特
定
農
業
用
た
め
池
﹂は
、２

月
末
ま
で
に
５
４
８
か
所
を
指
定

し
、
３
月
末
ま
で
に
全
て
の
届
け

出
を
完
了
し
た
い
。今
後
、管
理
上

必
要
な
措
置
の
説
明
を
行
い
、
管

理
者
の
意
識
の
醸
成
を
図
る
。

　

﹁
た
め
池
工
事
特
措
法
﹂
に
基
づ

く
﹁
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
﹂

は
、
２
月
末
ま
で
に
３
０
４
９
か

所
を
指
定
し
、
た
め
池
の
劣
化
状

況
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
、
香
川

県
た
め
池
保
全
管
理
協
議
会
に
諮

り
な
が
ら
、
防
災
工
事
が
必
要
と

さ
れ
る
箇
所
か
ら
優
先
的
に
工
事

を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

■
経
済
委
員
会

文教厚生委員会の審査の模様

県営地域ため池総合整備事業実施後の空池（さぬき市）

　

12常任委員会だより

常
任
委
員
会
だ
よ
り

　

そ
の
ほ
か
、
次
期
総
合
計

画
、
移

住
・
定

住

の

促

進
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
推

進
、
漆
芸
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強

化
等
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を

育
て
る
人
事
管
理
、
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
に
お
け
る
個
人
情

報
保
護
、
多
文
化
共
生
の
ま

ち
づ
く
り
促
進
事
業
、
犯
罪

被
害
者
等
へ
の
支
援
、
歩
行

者
・
自
転
車
の
交
通
安
全
対

策
、
第
11
次
香
川
県
交
通
安

全
計
画
の
策
定
な
ど
に
つ
い

て
た
だ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、大
気
汚
染
防
止
法
改

正
に
伴
う
石
綿
対
策
、か
が
わ
の
森

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
、イ
ノ
シ
シ
被

害
対
策
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ
の
取
組

み
、環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
取
組
み
、環
境
行
政
、建
設
発
生

土
の
処
理
の
あ
り
方
、国
道
11
号

大
内
白
鳥
バ
イ
パ
ス
の
整
備
、測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

の
契
約
の
あ
り
方
、
国
土
強
靱

化
、春
日
川
の
改
修
、弘
田
川
及

び
金
倉
川
の
河
川
整
備
、さ
ぬ
き

浜
街
道
の
整
備
、
県
営
住
宅
な

ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

県
と
市
町
の
広
域
連
携

答
み
ど
り
と
と
も
に
暮
ら
す

社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、
長
期

的
視
点
で
施
策
に
取
り
組
み
、
み

ど
り
を
将
来
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
次
期
計
画
の
基
本

目
標
は
、﹁
み
ん
な
で
育
て
、
活
か

す
、
み
ど
り
豊
か
な
暮
ら
し
の
創

造
﹂
と
し
、
三
つ
の
基
本
方
向
を
定

め
て
施
策
を
推
進
す
る
。

　

一
つ
目
の
基
本
方
向
は
﹁
森
林

整
備
と
森
林
資
源
循
環
利
用
の
推

進
﹂と
し
、森
林
管
理
道
な
ど
の
路

問
計
画
の
基
本
方
向
や
特
徴
は
。

網
整
備
、
高
性
能
林
業
機
械
な
ど

の
効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
導

入
促
進
、
県
産
木
材
の
利
用
促
進
、

森
林
・
林
業
の
担
い
手
の
育
成
等

に
取
り
組
む
。
二
つ
目
は
﹁
暮
ら
し

を
支
え
る
み
ど
り
の
充
実
﹂
と
し
、

森
林
公
園
等
の
整
備
・
管
理
、
森
林

病
害
虫
や
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害

対
策
等
に
取
り
組
む
。
三
つ
目
は

﹁
県
民
総
参
加
の
み
ど
り
づ
く
り
﹂

と
し
、
ど
ん
ぐ
り
銀
行
活
動
の
推

進
、
み
ど
り
の
学
校
の
運
営
の
充

実
等
を
図
る
ほ
か
、
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
継
続
す
る
取
組
み

も
検
討
す
る
。

答 問 土
砂
災
害
対
策

■
総
務
委
員
会

■
環
境
建
設
委
員
会

建
設
産
業
の
人
材
確
保・育
成
対
策

来
年
度
か
ら
は
担
い
手
の
確

保
・
育
成
に
係
る
補
助
制
度
の
対
象

事
業
の
拡
充
や
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

に
取
り
組
む
事
業
者
に
対
し
、
機

器
購
入
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
を
創
設
す
る
。

　

技
能
労
働
者
の
確
保
・
育
成
の

た
め
、
建
設
業
界
の
団
体
に
対
し
、

処
遇
改
善
の
要
請
や
下
請
け
業
者

も
含
む
技
能
労
働
者
へ
の
適
切
な

賃
金
水
準
の
確
保
に
向
け
た
周
知

な
ど
を
行
う
。
市
町
の
技
術
職
員

の
確
保
は
、
国
の
﹁
復
旧
・
復
興
技

問
今
後
の
取
組
み
は
。

術
支
援
職
員
確
保
シ
ス
テ
ム
﹂
に

よ
り
、
要
員
を
確
保
す
る
体
制
を

早
期
に
導
入
し
た
い
。

高校生対象の建設工事現場の体験会

次
期
香
川
県
み
ど
り
の
基
本
計
画

答 問

答
県
税
収
入
全
体
の
約
４
分

の
３
は
、
個
人
県
民
税
、
法
人
二

税
、
地
方
消
費
税
が
占
め
て
お
り
、

来
年
度
の
税
収
見
込
み
は
、個
人
県

民
税
が
、
対
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス

３.
３
パ
ー
セ
ン
ト
、
法
人
事
業
税

は
、対
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
１
４.
2

パ
ー
セ
ン
ト
で
、
法
人
県
民
税
と

合
わ
せ
た
法
人
二
税
全
体
で
は
、

対
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
1
7.
７

パ
ー
セ
ン
ト
の
大
幅
な
減
収
を
見

込
ん
で
い
る
ほ
か
、
地
方
消
費
税

問
来
年
度
の
税
収
見
込
み
や
徴

収
猶
予
の
特
例
の
申
請
状
況
等
は
。

も
、
対
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
７.
２

パ
ー
セ
ン
ト
を
見
込
ん
で
い
る
。

来
年
度
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
適
正
課
税
に
努
め
、
税

収
の
確
保
に
取
り
組
む
。

　

徴
収
猶
予
の
特
例
は
、
期
限
ま

で
に
申
請
が
あ
っ
た
４
７
７
件
の

全
て
を
許
可
し
、
猶
予
額
の
合
計

は
５
億
３
７
０
０
万
円
余
と
な
っ

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
期
限

後
の
申
請
で
あ
っ
て
も
柔
軟
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

税
収
見
込
み
と
納
税
者
へ
の
対
応
等

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進

答
昨
年
末
に
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付

き
交
付
申
請
書
を
活
用
し
た
申
請

を
呼
び
か
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
す
る
ほ
か
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

等
で
広
報
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
カ
ー
ド
の
利
活
用
や

安
全
性
等
を
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等

に
よ
る
周
知
に
加
え
、
新
聞
広
告
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
も
活
用
し

た
﹁
広
報
﹂、
市
町
が
行
う
出
張
申

請
会
場
に
県
職
員
を
派
遣
す
る
な

ど
の
﹁
申
請
機
会
の
拡
大
﹂
、
交
付

問
県
の
取
組
み
は
。

窓
口
等
の
体
制
強
化
を
助
言
す
る

﹁
交
付
円
滑
化
の
支
援
﹂
の
三
本
柱

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

マイナンバーＰＲキャラクター「マイナちゃん」
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令
和
３
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
を
可
決

2
月
定
例
会
の
概
要

　

２
月
定
例
県
議
会
は
２
月
17
日
に

招
集
さ
れ
、
３
月
19
日
ま
で
の
31
日
間

に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
後
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
案
や
各
種
条
例
案
な
ど
30
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い

て
、
知
事
か
ら
、
課
題
で
あ
る
﹁
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
﹂、

﹁
災
害
に
強
い
香
川
づ
く
り
﹂、﹁
人
口

減
少
問
題
の
克
服
・
地
域
活
力
の
向

上
﹂
に
最
も
力
点
を
置
き
、﹁
香
川
県

次
期
総
合
計
画
骨
子
案
﹂
の
基
本
方

針
で
あ
る
﹁
安
全
と
安
心
を
築
く
香

川
﹂
、﹁
新
し
い
流
れ
を
つ
く
る
香

川
﹂
、﹁
誰
も
が
輝
く
香
川
﹂
を
目
指

し
、
重
点
推
進
事
業
の
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

で
の
見
直
し
な
ど
で
財
源
確
保
に
努

め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
な
ど
に
配
慮
し
、
社
会
保
障
関

係
経
費
の
増
加
に
も
取
り
組
む
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
国
の
令
和
２
年
度
の
補
正

予
算
の
追
加
配
分
等
を
踏
ま
え
た
令

和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
外

3
議
案
を
先
に
審
議
す
る
こ
と
を
決

め
、当
日
可
決
し
ま
し
た
。

　

３
月
12
日
に
は
、
事
業
執
行
等
に
伴

う
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

案
な
ど
の
５
議
案
が
追
加
上
程
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
人
事
案
件
20
議
案
が

追
加
上
程
さ
れ
た
後
、
各
常
任
委
員
会

の
審
査
結
果
報
告
が
行
わ
れ
、
採
決
の

結
果
、
知
事
提
出
51
議
案
す
べ
て
が
原

案
通
り
可
決
・
同
意
等
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
規

則
案
１
件
及
び
意
見
書
案
３
件
を
可

決
し
、
今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
す
べ

て
の
案
件
の
審
議
を
終
了
し
ま
し
た
。本会議の様子

可決された主な知事提出議案

高度化・複雑多様化する行政課題、大きく変化する社会情勢に

柔軟かつ迅速に対応できる県庁づくりを進めるため、「効果

的・効率的な業務執行体制」「人材の確保・育成・活用」「持続可

能な財政運営」に向けた行財政改革の取組みの方向性を示

す。（令和3年度～令和7年度計画）

香川県行財政改革基本指針－２０２１－
の策定について

公立の義務教育諸学校等における働き方改革を推進するた

め、教育職員の服務を監督する教育委員会は、長期休業期間

等において勤務時間を割り振らない日を連続して設けることを

目的とする場合、教育職員の週休日及び勤務時間の割振りを

別に定めることができることとする。

義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する
特別措置条例の一部を改正する条例

令和２年度香川県一般会計補正予算
（２月17日提出分）国の補正予算を受け、新型コロナウイルス感染症
　　　　　  対策実施等に伴う総額130億円余の増額補正
（3月12日提出分）事業執行等に伴う総額245億円余の減額補正

香川県使用料、手数料条例の一部を改正する条例
県民負担の適正化・公平化を図るため、当該収入を充てて執行す
る事務に要する経費や国・他県における同種又は類似の料金との
均衡を保つ観点から、現行の使用料及び手数料を見直すもの。

第８期香川県高齢者保健福祉計画の策定について
住み慣れた地域で支え合いながら、安心して、いきいきと暮らせ
る香川を実現するため、施策の方向や具体的な推進方策を示す。

（令和3年度～令和5年度計画）

◆自由民主党香川県政会
◆香川県議会自由民主党議員会
◆かがわ立憲みらい
◆香川県議会公明党議員会
◆日本共産党香川県議会議員団
◆香川県議会国民民主党・無所属の会
◆無所属

・・・・・・・・・・・・・20人

・・・・・・・  8人

・・・・・・・・・・・・・・・・・  6人

・・・・・・・・・・・  2人

・・・・・・・  2人

・・・  2人

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1人

議会各会派（令和3年4月１日） 県内外の在住外国人や高齢者、視覚障害者など、紙面に
よる広報誌が読みにくい方々に幅広く議会情報を提供す
るため、多言語に対応し、音声読み上げ機能を備えた電
子書籍版広報誌を配信しています。
【閲覧方法】スマートフォン・タブレット端末用アプリ「カタログポケット」
（無料）をインストールしてご覧ください。また、パソコンのブラウザでも
閲覧可能です。（ブラウザによっては音声読み上げの機能が非対応）

多言語対応
電子書籍で
配信中！

アプリダウンロード
QRコード

ブラウザ版URL

https://www.catapoke.com/

iOS Android

14議員提出議案等　閉会中の委員会活動

閉
会
中
の
委
員
会
活
動〈
1
〜
2
月
中
〉

◆
経
済
委
員
会

︵
１
月
29
日
・
審
査
︶

高
松
帝
酸
株
式
会
社
︵
高
松
市
︶、
株
式

会
社
ａ
ｚ
ｅ
ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ︵
高
松
市
︶、

香
川
県
中
華
料
理
生
活
衛
生
同
業
組

合︵
高
松
市
︶

◆
総
合
防
災
対
策

　
特
別
委
員
会

︵
１
月
26
日
・
審
査
︶

本
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会 

防
災
部

︵
東
か
が
わ
市
︶、
中
山
大
池
︵
東
か
が

わ
市
中
山 

︶
に
お
け
る
た
め
池
の
耐

震
補
強
工
事
、
志
度
港
海
岸
津
波
等
対

策
港
湾
海
岸
事
業

◆
少
子
化
対
策

　
特
別
委
員
会

︵
２
月
８
日
・
審
査
︶

株
式
会
社
ゴ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
︵
高
松

市
︶、
公
益
社
団
法
人
香
川
県
看
護
協

会︵
高
松
市
︶

◆
地
域
活
力
向
上
対
策

　
特
別
委
員
会

︵
１
月
27
日
・
審
査
︶

徳
武
産
業
株
式
会
社
︵
さ
ぬ
き
市
︶、
株

式
会
社
七
星
食
品︵
さ
ぬ
き
市
︶

◆
総
務
委
員
会

︵
２
月
１
日
・
審
査
︶

愛
と
心
を
語
り
継
ぐ
会
︵
観
音
寺
市
︶、

株
式
会
社
四
電
工 

︵
高
松
市
︶、
香
川

県
警
察
本
部
移
動
交
番
車
の
運
用

◆
環
境
建
設
委
員
会

︵
1
月
27
日
・
審
査
︶

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
ー
キ
ペ
ラ

ゴ
︵
高
松
市
︶、
春
日
川 

広
域
河
川
改

修
事
業

◆
文
教
厚
生
委
員
会

︵
２
月
２
日
・
審
査
︶

一
般
社
団
法
人
在
宅
療
養
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
︵
高
松
市
︶、
香
川
県
立
高
松
養

護
学
校︵
高
松
市
︶

議会棟前で移動交番車を視察

選
任・任
命
同
意
の
人
事
案
件

◆
香
川
県
副
知
事

西
原 　

義
一︵
同
意
︶

◆
香
川
県
教
育
委
員
会
委
員

蓮
井　

 

明
博︵
同
意
︶

◆
香
川
県
収
用
委
員
会
委
員

三
谷　

 

茂
寿︵
同
意
︶

　
　
　

長
尾　

 

直
樹︵
同
意
︶

　
　
　

𠮷
田　

 

順
子︵
同
意
︶

インターネット中継実施中！

https://smart.discussvision.net/smart/tenant/
　　　　　　pref_kagawa/WebView/rd/council_1.html

香川県議会ホームページで公開さ
れている本会議や委員会の生中継
や録画配信は、スマートフォンやタブ
レットでも視聴で
きます。

香川県議会インターネット中継アドレス

香川県議会　
ホームページからも　
リンクしています▶▶

インターネット
中継を

ぜひご覧ください！

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
鑑
み
、現
地
視
察
に
代
え
、県
議
会
の
委
員
会
室
に
説
明
者
を
招
き
、

取
組
内
容
に
つい
て
意
見
聴
取
す
る
形
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
香
川
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

宇
山　

 

哲
司︵
同
意
︶

　
　
　

山
本　

 

浩
智︵
同
意
︶

　
　
　

北
野　

 

廣
治︵
同
意
︶

　
　
　

橋
本　

 

時
雄︵
同
意
︶

　
　
　

森　

 　

勝
喜︵
同
意
︶

　
　
　

三
木　

 

正
幸︵
同
意
︶

　
　
　

志
摩　

 

重
美︵
同
意
︶

　
　
　

小
見
山 

秀
基︵
同
意
︶

　
　
　

山
口  　

豊  

︵
同
意
︶

　
　
　

岩
田　

 

英
行︵
同
意
︶

　
　
　

嶋
野　

 

勝
路︵
同
意
︶

　
　
　

北
尾 

登
史
郎︵
同
意
︶

　
　
　

大
北 　

永
吏︵
同
意
︶

　
　
　

筒
井　

 
由
果︵
同
意
︶

　
　
　

松
本  　

悟  
︵
同
意
︶
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作品は、次号から順次掲載します。どうぞお楽しみに！

第11回 香川県議会高校生フォトコンテスト入賞作品決定第12回 香川県議会高校生フォトコンテスト入賞作品決定

ホームページのURL   https://www.pref.kagawa.lg.jp/gikai/

　12月の半ば、山奥にある木工房楓林でウクレレ

の製作風景を撮影したものです。熱を加えて曲げ

た木の板を専門の器具で接着、固定し、ウクレレの

側面の部分を作っています。

　僕は高校生になって初めて写真の世界に足を踏

み入れました。だから写真についての知識や技術

など、学ぶべきことがまだまだあると思っていま

す。これからも素晴らしい写真が撮れる様、ひとつ

ひとつの活動を楽しく、真剣に取り組んでいきた

いと思います。

　「高校生フォトコンテスト」の
入賞作品のうち、県議会議長賞
を各号の表紙としてお届けし、広
報委員長賞及び佳作を誌面でご
紹介します。
　入賞者の言葉とともに、高校
生の視点でとらえた「香川」のあ
れこれをお楽しみください。

今月の表紙

　

この広報誌は、古紙配合率70％再生紙、また、
環境にやさしい植物油インクを使用しています。

多度津高校
多度津高校
小豆島中央高校
観音寺総合高校
坂出商業高校

1年
１年
2年
１年
２年

池本 亘輝さん
板野 龍斗さん
久米 亜恋さん
篠原 七海さん
山地 里奈さん

「シュッ」
「バスケット練習」
「夜に描く」
「レンズを通して」
「一本」

香川県議会議長賞香川県議会議長賞 5点
いけもと

いたの

くめ

しのはら

やまじ　

こうき

りゅうと

あれん

ななみ

りな

ヒューマンキャンパス高校
高松桜井高校
丸亀高校
高松西高校
高松桜井高校

２年
１年
2年
１年
1年

「光芒（こうぼう）」
「追憶」
「いとをかし」
「背中」
「みつめる未来」

香川県議会高校生フォトコンテスト佳作香川県議会高校生フォトコンテスト佳作 5点

白石 和也さん
髙田 琴奈さん
鶴岡 悠貴さん
松岡   和 さん
森山 紘羽さん

しらいし

たかだ

つるおか

まつおか

もりやま

かずや

ことな

ゆうき

なごみ

ひろは

香川県藤井高校
坂出商業高校
高松西高校
観音寺第一高校
高松第一高校

２年
１年
2年
１年
2年

石川 和樹さん
上村 凜桜さん
千崎 孝祐さん
西田 芽生さん
堀家 茉那美さん

「最後の闘い」
「ぼくたちの遊びば」
「光のパイプオルガン」
「黄昏」
「夕陽に染まる」

香川県議会広報委員長賞香川県議会広報委員長賞 5点
いしかわ

うえむら

せんざき

にしだ

ほりけ

かずき

りお

こうすけ

めい

　　 まなみ

376点の応募を
いただきました。
ありがとう
ございました。

※入賞者の学校名、学年は、
　募集締切（令和3年1月31日）
　時点のものです。

香川県議会議長賞受賞者

入賞作品は、
県議会ホームページに掲載中！！

「つくる楽しみ」
高松桜井高校1年
砂川 和輝さん（学校名・学年は昨年１月応募時のものです。）

高校生フォトコンテスト 広報委員長賞
「海の音」

撮影者：
英明高校2年
東川 智徳さん

（学校名・学年は昨年１月応募時のものです。）

高校生フォトコンテスト 佳作
「ある日の駅で」

撮影者：
香川高等専門学校3年
柳谷 直哉さん

（学校名・学年は昨年１月応募時のものです。）


